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建物の概要

名　　称　スパ＆スポーツユアー北国分
所 在 地　千葉県市川市堀の内３－８－11
概　　要　建家　地上３階　地下１階

延床面積　3,600m2

構造　RC造
用途　スポーツクラブ

1．技術開発の目的と経過

目的：

エネルギーコスト削減及び環境負荷軽減
経過：

平成20年　設計、検討
平成21年　１月着工　３月竣工

２．設備・システムの概要

本施設は１階に25mプールと多目的プール、２
階にスパ、３階にスタジオ、ジムを有するフィッ
トネスクラブであり、灯油だきボイラー４台にて
給湯、昇温、プール暖房を賄っている。
上記、施設の地下１階に設置してあるプール加

温、給湯、暖房用の３回路ボイラー（930kW/h）
×２台と、屋上に設置してある風呂系統の給湯、
昇温の２回路式ボイラー（698kW/h）×２台を従来
の灯油焚きより、新たにガス配管を敷地全面道路
より敷設してガス焚に熱源転換する。その他、空
冷ヒートポンプチラー（54.3kW/h）×２台を設置
し多目的プール（25mプール）の加温はヒートポン
プを主として運転する。

３．着想

既存のプール加温用灯油炊きボイラー系統にヒ
ートポンプを導入する事により、エネルギー効率
の向上、及び蓄熱調整契約締結による安価な電気
メニュー採用によるエネルギーコストの削減を狙
いとするハイブリッドプール加温システムであ
る。あわせて、ボイラー燃料を灯油からガスへ転
換する事による温室効果ガス削減と燃料の安定供
給による原油高騰に左右されにくいエネルギーコ
ストの安定を図るものである。

４．効果（省エネルギー）

導入前実績において灯油222kl/年、電気　昼
1,470千kWh、（原油換算588kl/年）の使用量がある。
導入後試算結果によると
ガス　116千/m3

電気　昼1,599千kW/年　夜175千kW/年
（原油換算587kl/年）

建物外観
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と予測できる。原油換算量が少なくみえるが、
上記は建物すべての給湯、プール部分暖房、スパ
も含めた加温、昇温すべての値であり、プール加
温部分のみで上記削減量の数値である。ほかにも
ボイラーのバーナー改修及びボイラー燃料転換に
よるボイラー効率を加味していない為、実際の原
油換算削減量は試算値より大きくなる事が予想さ
れる。

５．投資回収（省マネー）

NEDOによる補助金を活用し投資回収3.5年を
見込んでいる。

６．他の建物への応用性

今回工事にて使用している各種機器、部材は汎
用品を使用しており、又、制御方式も簡単である
事より同用途への適応は十分可能であると考え
る。

７．仕様又は開発製品、システム、部品等の仕様

別途添付図参照

８．環境保全、便利性等

試算　CO2量　578t－CO2/年→387t－CO2/年
ガス化によりオイルタンク等が不要となり危険

物貯蔵所廃止届、少量危険物貯蔵書廃止届、ばい
えん量が０になりばい煙発生施設設置変更届け、
NOx、SOx等も減少した。
又、ボイラーの燃料転換によりメンテナンスも

楽になった。

９．工夫した点、発想した点、創作した点、新し
い点等、設備の特徴

ヒートポンプ用とボイラー用の熱交換器がある
為、それぞれの熱ロス、効率、エネルギー費用、
デマンド、制御の簡易性よりヒートポンプをスケ
ジュールにて運転している。基本的にヒートポン

プにて夜間運転を行いプールに蓄熱し、昼間の昇
温はボイラ－を運転するが、エネルギー費用、機
器状況によりフレキシビリティに対応可能であ
る。又、エネルギーコストを考慮し、安価な夜間
電力にできるだけシフトできるよう、プール温度
も考慮した細かい熱交換器の温度設定をトライア
ンドエラーにて設定した。
上記、ヒートポンプ、ボイラーの運転状況はエ

ネルギー計測装置を設置する事により把握してお
り、エネルギーデータの取得、機器運転調整に活
用している。

10．市場性、販売状況、適応市場の大きさ、競
合品又はシステムとの比較、販売実績（国
内、外）等

プールのヒートポンプによる加温システムは最
近においては普及化しつつあるが、ヒートポンプ
普及前の竣工後、数年が経過している同用途建物
は全国に無数あり市場性は大きいと考えられる。

11．外観・構造図

①設備投資額�

②補助金受領額�

③投資額（①－②）�

④導入前の年間エネルギーコスト�

⑤導入後の予測エネルギーコスト�

⑥投資回収年数（③÷（④－⑤））�

28,500,000円�

13,840,500円�

14,659,500円�

32,070,000円�

27,960,000円�

3.5年�

新設空冷HPチラ－

新設バ－ナ－
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12．添付資料
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